（様式１）
名古屋市立大学人間文化研究科
研究倫理審査申請書

制定： 2006.10.10
Ⅰ．申請
	提出日
	平成　　年　　月　　日

	ID番号※
	

	希望審査
	□一般審査　　　　　　　　　　　　　　□迅速審査

	審査結果決定日※
	平成　　　年　　　月　　　日

	審査結果※
	□承認　　　　　　□条件付き承認　　　　　　□再申請　　　　　　□不承認


· 申請者は記入しないこと
Ⅱ．申請研究の内容
	１．課題名
	

	２．研究代表者
所属・職名・学年・学籍番号・氏名
（指導教員は院生のみ）
	（指導教員：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	３．研究分担者（共同研究者）
所属・職名・学籍番号・氏名
	

	４．個人情報管理者
	□置かない　　　　　　　□置く（所属・職名・氏名を以下に記載）


	５．実施場所
	

	６．研究期間
	開始：□承認日
□平成　　　年　　　月　　　日
終了：□承認日から（　　　）年後
□平成　　　年　　　月　　　日

	７．研究課題の概要
	

	８．目的・必要性・意義・予測される利益
	

	９．研究方法
	

	１０．研究の対象
（人数は概数で可）
	

	１１．研究対象者の選定方法

（必要に応じて研究者と研究対象者・協力依頼機関との関係）
	

	１２．研究対象者の研究協力による利益
	

	１３．研究対象者への影響（身体的・精神的負担及びその他予測されるリスク）と対応措置
	

	１４．資料（既存の個人記録、これから回答してもらうアンケートなど）

	①資料の利用
	□あり　　　　 　　　　　　　　　　　　　　□なし（次は１５へ）

	②資料の種類
	□直接資料　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□間接資料　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	１５．インフォームドコンセント

	①個々の研究対象者からの書面（同意書）によるインフォームドコンセントの取得
	□行う（次は④へ）
□行わない（理由：　　　　　　　               　　　　　　　　　　　　）



	②書面によるインフォームドコンセントなしの場合、研究実施の開示方法
	

	③書面によるインフォームドコンセントなしの場合、研究参加拒否を保障する方法（次は１６へ）
	

	④研究対象者に説明する者の所属・職名・氏名・方法
	

	⑤依頼書・同意書の保管場所
	□研究室　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□共同研究機関又は研究協力施設
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	⑥依頼書・同意書の保管方法
	□鍵のかかるロッカーなど
□その他　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	⑦代諾者の有無
	□あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□なし（次は１６へ）

	⑧代諾の対象者の種類
	□未成年者（□15歳未満、□16歳以上20歳未満）
□認知症等の成人
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	⑨代諾者の選定
	□親権者（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□親族（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	⑩代諾者を必要とする提供者から資料の提供を受けなければならない理由
	

	１６．資料の匿名化

	①資料の匿名化の種類
	□連結不可能匿名化
　　匿名化する時点（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（次は１7へ）
□連結可能匿名化
　　匿名化する時点（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□匿名化しない

	②連結不可能匿名化しない場合、その理由
	□解析結果を提供者に知らせる可能性がある
□追跡データと関連させる必要がある
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	③連結可能匿名化の個人名と記号の連結表や、匿名化されていないデータの保管方法
	□外部記憶装置に記録し、鍵をかけて保管
　　保管場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	１7．共同研究

	①共同研究機関又は研究協力施設の有無
	□あり　
□なし（次は１８へ）

	②共同研究機関及び研究協力施設の数
	共同研究機関：（　　　　）機関

研究協力施設：（　　　　）施設

	③まとめ役の研究機関の名称
	

	④共同研究における本研究科の役割（該当するものはすべて記入して下さい）
	□研究の総括
□資料の収集
□解析
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	⑤共同研究機関（又は研究協力施設）と資料をやり取りする場合、匿名化の方法
	□個人情報は記号化されている

□個人情報が付されている

（理由：　　　　　　　　                　　　        ）

□個人情報は削除されている　　　　　　　　　　　　　　　　

	１８．分析結果の開示

	①資料の分析結果の本人又は代諾者に対する開示
	□原則として開示する

□希望者に開示する
□開示しない（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（次は１９へ）

	②開示方法
	

	１９．資料の保存

	①研究終了後の資料の保存の有無
	□承諾を得たものは保存する
□すべて廃棄する

	②資料を廃棄する場合の方法（当てはまるものすべて記入して下さい）
	□オートクレーブ後、焼却処分
□書類の溶解処理
□データを復元不可能とする

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	③保存の場合の方法
	□データ（調査票、電子ファイル等）として保存

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	④保存の場合の匿名化の種類
	□連結不可能匿名化
□連結可能匿名化
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	⑤保存が必要な理由
	

	２０．研究資金

	①研究資金の出処
	□文部科学省等の公的研究費
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	②研究資金源と研究者等の関連組織との関わり、起こりうる利害の衝突について
	

	２１．研究成果の公開方法と個人情報の取り扱い
	


Ⅲ．迅速審査の要件
	１．迅速審査の理由
	□既承認研究課題の軽微な変更
□類型とする既承認研究課題がある場合

□共同研究であって、既に主たる研究機関において倫理審査委員会の承認を受けた研究計画を、本研究科で分担研究しようとする場合（次は４へ）
□研究対象者に対して最小限の危険（社会的に許容される種類のもの）を超える危険を含まない場合（次は５へ）

	２．既承認研究課題のID番号
	

	３．既承認研究課題との相違点・変更点
	

	４．共同研究の場合の主たる研究機関とその研究代表者
	

	５．迅速審査を希望するその

他の理由
	


（注）記入欄の大きさは適宜変更しても良い。この他に、研究対象者への依頼書及び同意書（これを受領する場合）を添付するとともに、その他補足すべきものがあれば資料として添えること。
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